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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　め速記録の鼎坐ζレての評価を・’　19s6

　　　　　　は、じめにtt　　　　　年，　r現代政治の悪想と行動』め補註．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の中癒，次めように述づている。

勲真男ぽ激戦の翌年四三r世・寸こ備蝉書かれ・た当職こおW

界』，5朋に，・「姻家主義の纏とて趣韓黙綿鍮部93Q年盛
心理」醗表した6ヒれ！まぜ躰国家　の昧φ霜融経済および社会過轡こ

／t主義を精神構造の面から分析レたもり　　、ついて，これまでわれわれの眼から遮

として論壇に大きな反響をよびおごし、　断さ液ていた彪大な資料を一挙に明る’

たがプついで，日本ファシズムの解明　　タに出した点で，繭期的な意味をも．D．

にとわくみ21946年，雑誌『潮流』5　　てN・）た（今日でもこれほ．ど包括的に集成さ

月号に・「軍国支配者の精神形態⊥・を　　’れたものはない）ので，これを全面的に

発表レた。丸山真男がこの論文に瓢・　利用したい衝動は私にとってきわめて

・て・軍嗣支配層の意識形態と行動様式　　・凹きかうブヒ6」（上巻・P・1♀9）

Q特質を究明するにあたちて；極東国　　　たしかに，東京裁判においては，そ

際軍事裁判（以下東京裁判と回す）の公判　　れ：まで極秘と・されていた満州事変から

における供述書や三口をひんぱんに引　　敗戦にいたる政治や外交等に関する多・

肌ていること繭知の醸飾る。、くの麺顧料砲照して提出され
彼は・・東京裁判め公判速記録をジ当時　　た。そしv（i　P”言語を絶する惨禍をもた

噛鈴木貞二被告担当の副弁護入であらた　　∫らした太平洋戦争が国際法に違反する’

戒能通孝から借りて利即した「1）が，こ．　侵略戦争であづ，また，戦争法規に違

　　　　　　　　　　　　　　　　　　1一　．　　・



反し1人道に反する罪を伴なった犯罪
ド的戦争であるとして，、その最高責任者、

25名に対して絞首刑，終身刑，有期刑

、の判決が宣告された。，

　　この裁判に対する評価は，実に多様’、

である己家永三郎ば，ゴ『太平洋戦争』

、ρ中で，凍りように述づでいる。

　　「この球判につし〕てを象至徳勝国が自

分たちの責任を棚上げにして戦敗国の，

責任のみを野方的に問うている点，．事

『後法による処罰が罪刑法定主i義にふれ

る点など・道義半眼鰍の難髄ふ．
　くんでおり，弁護人清瀬一郎の弁論や

1イゾド代表の判事・柵ルの少数意見な

どで，それちへめ反対をふくあ牟批判

がなさ麺いる・もし・1躰国舶身∫
、の自発的意志により’，戦争に：対する法

律上の責任追究がな．されたなちぽ，そ

妨ρ難戦解消し・も馨すっきり』

　した形で判断されるζとが可能であ6

たはずであるが，・そのような試みほな

さ誠戦靴関する灘上鞘開
題ぽ・・単に極卑軍事舞判の当否とい5、

『ことめみに限定されたまま今日にいた

つ桐！・・5）．　、　一
　以下1，当館所蔵の資料を中心に，東

京裁判の記録や図書忙ついて解説を行

幽なうが，∫これちの資料力X’Cr人でも多く

の人々に利用されデ東京裁判の残した』
　　

財齢噂すること織蜘葬であ
　る。

裁判記録

東京裁判の記録砿，起訴状・公判速

記録・判決書だけでにな，く，法廷に提

出されだ証拠・却下された証拠・未提

出の証拠などがらなる彪大なものであ

る。、当時嶋田繁太郎被告担当の弁護人

であった滝川政次郎は，次のように述

べている。

　　「この舞台では，前満洲国皇帝薄儀

．氏を筆頭に塀略柚から額さ軍勢
　ア　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　セ

41g人の有名無名の証人が，証言台に

立りて一役を演じた。こめ裁判に要レ

た費用に数十億円に上り；書証として

．受理された文書だけでも4，336通の多

きに上6ている・却下黙れ耀証や．．

その準備に費された紙の量：は，その数

倍に上っている。審理の記録はゴ英文

4S，412頁という彪大なものであって，’

東京裁判の史料は，文字通り汗牛充棟

も蕾ならずであるb」（2）

　以下，順をおらて，・当館所蔵の資料

偉って・一記蜘騨を行なってみた

い。L @　　　一　　’　　　・　　　一

　起訴状

　1946年4月29日，巣鴨拘置所で，戦ト

犯容疑者たちが，天長節を祝い，宮城

蓬拝を行なったその日，起訴状は手交

された。東条元首相をばじあとする学

人がA級戦犯罪として起訴されたので
　　　プある6その訴因は，第一類平和に対す

る罪ジ第二類殺人お，よび殺人共同謀

、議，，第三獅通例，の戦争犯罪および人道

．に対する罪の13種類にわげられ，・訴因

は全部で55項におよんでいた。’

　　「以下木起訴状の言及せる期間に於，

‘｝ｲ，日本め対内外政策は，犯罪的軍閥、
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’；に依り支配せられ，旦指導せられた　　解よって印刷されたものである。ζ．ID

　り、。斯る政策は重大なる世界的紛争及　　作成の模様については，当時荒木貞夫

び侵略戦争の原因たると共に評緩τ被齢耀木鱗？臆願卿述が「
、好諸国民め利益並に日本国民自身の利　　参考となろう。・

益の大なる殿損の原因をなせり」と㍉・∫　　「事務的には，さ，すがに英米式に洗

う文句に始まる起訴状の致は・次の練された魑勘綿開講鰹備
資料に掲韓されている。　　　　　　　　には驚嘆すべきものがあったρ、法：廷速

　　r戦犯起訴状　付極東国際軍事裁判．　記も英文の方は爪を赤く染めた婦人速・

　　　所条例』　日本女イムス社1946年　　記者が小さいステノグラフを緩慢な速’

　　　96，　57P’（329．49＿R18，）　　　　　　・度で叩Y・1ているが・途中でe，．先刻の弁

　これには，英文による起訴状の全文　　論の個所を読んでくれと命ぜら詰れぽ1

・も併記されている。’　　　　　　　　　たちどころにすらすらとテープを繰っ

r轍判上巻』購聞社漣蟻差隷醸二選1：畿器

　　　認徽聯警／霧毅孚凝黎幣嗜・
　法廷速記録　　　　　　　　　　　　　　ことに決定的に頭をさげたのは，’英

　趨訴状の交付かち3月おいて・5月『　文速記録はその日の中に整理され，ア

z3日ジ市ケ直り旧陸軍省の講堂を改造、　メリ漁人弁護入や検事は，tt午前中の相

した法廷で，東京裁判は開廷された。　　手方の弁論の速記録を読みながら，昼

　　「郷燭の花ゼ白く，赤く，ヰ堤の青「’食をとり，’秘書を呼んでタイプを打た

・草の中で匂っ郁た6？の土堤に沿っ　せジ牛後の法廷嚇そ纏見て弁論

てのぼうコー／．クリートの坂道は『東京　　をすることができるのに，目本文の速’

『法廷』への道である・］・　　記鎌二相塗叫÷力肋か5ねぽ
　この書ぎ出しで始まる朝日新聞社法　　弁護人の手に渡らなか？たことであ

廷記者団著r東京裁判』、112頁参照）は，’　る。これでぽ事務的にも無条件降伏す

裁判め経過を要領よく戴めたレ膨　る々蛎ない・」・3・．　・’　’

トであるが訟判醗貌は漣記録に　公半Uは諌の順序で行な繍た。

よる以外はない。公判は1948年4月16　　舞判長開廷挨拶・起訴状（lndict一

日に終了したが，・公判速記録ほジ『極　　ment）朗読，裁判長に対する忌避申立

・東国際軍事裁判速串録詞とレて印刷さ・　（dh・11・ng・）・罪状否認（A・raignm・nt）・薄

れ・裁欄儲に配布さ、れた・rれ寒害撒対する弁護側緊急動議（U・g・n・

・は・極東国際軍事裁判所言語部翻訳の、￥・ti・ns），首席検察官冒頭陳述（Open一

もので・国会議事録のような体裁で第・・　’ing　Stat『甲ent）・検察側立証段階（証拠の

ユ号かち第416号まで，大蔵省印刷高　　提出および証人ゐ訊問），弁護側冒頭陳述te　t

　　　　　　　　　　　　　　　　一］3　L



．耀側立証段階鹸察側管評（R・b…1）・

弁謬側鎖反証・検察側鎖終論告（＄hm誌

mati・n），弁護側最終弁論，検察側最終

意見（R6ply）

　　　　　　　　　　　　　　1

　’和文速記録　　ttt

　’前述の「r極東国際軍事裁判速記録・

（JaPanese　Rqcord　of　Prbce2dingS　of　the

、癬6プπ¢伽αZMilita’ 窒凵@’　T－ibuhal　for　the

・助E・・の』は，上野図書館の雑函，（遂

．旧刊彿扱）と恥国巡図書館のNDC
分類（図書扱）めものが，それぞれ欠号

をもちながち二分されていたが，新館馳

移転後，、筆者の助言にまり，一本化さ

．れ1卑徹り㌃い1ζヅトを11冊た整回

して現在所蔵されている。利用の便宜

上ヂ製・本ご・どの内容を記しておこう。

　・1’　．1号（昭21．5．3）～

　　　59号く臨21．8．30）

・．e． Q60毎（昭21．9．3）～
1　、，

　　　102号（昭21・10・31）

　’『3’103号（昭21。11∴1）～＝

　　　142号（昭21：12．31）

　4’・・43号（ng・？・一．！・　2）．．・・

　　　’187号．（昭22：3．25）

　．’5　’188e’　．（昭22．4．2）～

　　　227号（昭22．5．’29）tt・　　・

　6　229号（昭22．6．2）～

　　　261号（昭22・8，29）・

、7262号（甲22・『9・2）’ダ

　　　395景（畔・．10・31）’t，

　8J306号（略22．111’3）ん

　　　、345’号（昭22・1213P　　　、、

　9　346号（昭23・1・，2）、～

　　　382号（昭23．2127）・’
　　ロ　　　　　ヒ　　　　　　　　　　　ノコ

　’lo・・383号（昭23・3・’1）～

　　　40Q号（彫3識31＞

　11406号（昭23．4．ユ）～

　　　416号く昭23．’4．16）

　たtd’　L．，，　！～1エg）番号は背文字に付

されていないので，後述の索引により

必要とす砿昏昏探し，それが含ま

：れている巻を請求されたい。
　　　　　　　ノ
　なお，ζの速記録の複製版は，1968

年，雄珍掌から全10巻（含判決速記録）

で刑行され牟が，当館では乳．この篠製

版は所蔵していない．

　また，極東国際軍事裁判公判記録刊

行会編r鹸国騨韓判記録』カミ怠

山房から1948年から1949年にかけてi「

「第1検事側綜合篇」　「第2検察官
側立証瀞1関係篇」、（329・49・Ky9♀52）の

・2冊が刊行きれたが，末完に終ってい

るb

　英文速記録ttl

　当館は∴同法廷で和文の速記にあだ

っk衆議院速記部から英魂速記録の寄

贈をうけ・Rρcord　Of　Procee4ings　Of

・the　lnterna4ional　Mili，Zarcr　TribunaJ’

for　thb恥7．Edstという背文字で106’、

冊に製本したが．1ん1620；2948～4656，

11535”’“12478，　12717”〈・t3480，　14021ny’

1699，5，　313．1373，1967，　35812rv36362，

40910・γ41112頁の部分は欠頁が多く利

用できない（A191－9）6

　ぞζで，1969年，アメリ・力議会図書「

餌で触確マイ舛・㍗・レム榔6

？酌を激散料縫会期算礪
‘賦し・現在，’憲政資料室に保管されて

、「 ｢る（K13．1）。　このタイトルは1’lnT



，ternational　Military一・　Tribunal　for

噛漉8Far　East．　Proceedingsで，公判

部分（1～48412頁）の二藍を含むが，判

決は含まれていない。

　索引
　和文8，146頁，英文48，412頁におよ，

・ぶ速記録の利即の議論し℃次螺
弓1がある。

　『極東国際軍事裁判記録　目録及び

　　　索引』・　　’

　　　朝日新聞調査研究室編刊’1953年

　　　314P　（329．49－A839k）　i

　朝日新聞社が東京裁判資料の収集を

計画したのは1947年に入ってからであ

る。この計画を考えたのは，当時調査’

研究鼻で勘た森恭三で勘た・．森恭

三は1資料収集の計画をたてるにいた

った難を次めよ1うに述べている’・

　吻1国が訟ぜ一、あのゆ襯争
をはじめ，ついには国をほろぼすにい

膨嫡・⑳輝を鍵ら興P
二ておくことは，われわれが子孫にたい

しておう・、大ぎな工務といわやば塗ら，

拠・・9とに漸聞人撃て”tの間．

十年あまり，主観的には・あるいは個

々的には　けんめいの抵抗をこころみ

ながらも，．客観的　また全体とし，て

は・報道・批判ゐ任務を十分にはたし

えないまま　流されセい層つた責任を痛

感し，ふたたびこんな過ちをくりかえ1

すまいと・ふかぐ心た期しだ，老ゐ気

持のあらわれとして，この暗黒時代に

関する資料を、あつめはじめたのであ

った。S（まえるミぎP．3）

　それは，層敗者を被告とする軍事裁判

という限界を意識しつつ，、占領軍の絶、

対命令によらて可能ならしめた歴史的

事実の究明を高く評価したからにほか

ならない。

　同社の法廷記者野村正男が，南次郎』

被告担当の弁護人岡本敏夫弁護士から，

入手した資料を始みと，して，幾人かの

．日米弁護人の熱心な協力により収集は　’

続けられた．法廷がら印刷物などを持

ち出すことはきびしく制限されていた

が1その困難な状況を克服してe’調査
　　　　　　　　ド
研究室リスダヅフは，ほぼ完全に関係

資料を収集したρこうして収領した彪、

大な資料を分類整理し，’1・950年から約

2年にわたり；詳細な目録と事項索引

を作成し，これを印刷したのが本書で

ある。　　・噛　ゴ　…　た

　　凡例「〈石原田富の訊問書〉　’

　こり索引の利用のしかたについて　’

はジ同書にち頁にわたる解説が付され、・

ﾄいるが1石原莞柳い⑳硝田臨
特法廷での訊問書を例にして具体的に

説明してみよう。一

　石原莞爾は，　「かつて第16師団をひ

きいて満洲に移駐すると言い，法るい

は立命館大学で国防学を講p，オポレ

オン戦略を論じ，．のちには例の東条人．

事で退律となら煉二丁の総帥とな
　り，世界最終戦略を主唱しおという変．

・つた人物」ヒρであるが，満州事変め降

の関東軍作戦参謀であり．，事変の内幕

を知廼要証人と：して串廷欄待され・

ていたが，戦後は山形県飽海郡の吹浦
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x

海岸で病床に臥し，出廷は不可能な状

態にあbた。層1947年4・月25日，極東国

際軍事裁判所は異例の出張訊問を行な

『つた。「石原訊問のためには．RTOに

よって特別列車が仕立てられ，．／一ス’

クロフ「トe　・．＝ユージーデンド判事：をば．

℃め・検事はダニガン氏・弁護側は．7．「

レン・マタイス・レヴィン氏ち1，日：本

’側岡本（敏）‘阪埜・金内・佐々川氏

らが同行し」ゆこ，れに多くゐ記者団が・

加わり，酒由市の商主会議所階上を臨

時法廷どして開設することどなり，石．

原莞爾に対する訊問は」胡1、日から

2日にかけで行なわれた6．新事実があ

らわれるのではないかという期待にも．t　・し

かかわらず，丁満州事変は陰謀ではな

く；本庄関東軍司令官4）承認と意志に．

’もξづY．・た自衝軽の発動澄，と主張y．

てゆずらず；．．しかもそみ返答ぶりぱ，

’明らかに検事をからからでいるとしか

患えなからためである。」（6）

　この酒田臨時法廷℃の謡油鼠漆連記

録の何処に掲載されてし）るかを調べる

taめ・同書ゐ巻末の票引で石原莞爾の1

項をひく，ぢ次のよρに記さ寂い

るr空tt　「t’tt．＿t－1
’1．E原莞爾　訊問書・2M；inlg　tt・

　‘つまり，、同書の奉文の2M、（エ947年4

月2目の略〉のところに掲載されている』

．鞠うと「とである・’，2Mの中ρ「（8湿

声事件前肇の事情に関する弁護側証，

肉噸の中ρin・・の部分を樋と・L
次のよ一うな記載がある。tt

inlo（イ）・14N11石原莞爾，　wD　12－22098
　　　　　三韓参謀（29．3～32－8）・

6

　　　・・（p）　t，　11　a　＝D一・・．　ny　ny　・＝　E　2584　11T22095’h

　　　　　　．石原莞爾訊問書
　　　（ハ）　’，’　11　b　＝・　D886＝E2584’「AfF

　　　　　　1）満洲事変前g一般清勢
’一 ｵ　　　　L2）事変当時における関車軍㊧作戦　’tt

　　　　　　　準備　　1’，
　　　　　　3）　作戦準備と部外者との関係

　　　　　　4）九・一八事件突発と関東軍司令

　　　　　　　官の決心部署、
　　　　　　5）’不拡大方針にもとつく中央部の

　　　．L　　　　処理　　鳳1　　　気、

　　　　　・6）満洲問題解決と軍事的見解
　　　（二）　15N1＝DX　　　　　　・1－22135・’・

　　　　　　1）撫順中隊長の行動
　　　　　’2），現地と中央の不一致　　’

　　　　　　3）　板垣の行動
　　　（・rtTx）　r，　la＝CX　’，　4－22157’

　　　　ノ　、i）　重砲二桁を装備した事【青

　　　　　　12）九・一八攻撃命令の責任者．

　　　　　　．3）　上川派満の理由

　　　　　　4）　朝鮮軍の増援を要求　tt

　　　　　　5）　錦州爆撃

　　これは，・次のζどを意味する。（in10，．

．　14Nll，　15N1等に？いては、あと・で説明す’・

・る。）

、④　石原莞爾（1929年3月ふら1§32年／

、8舟まで関韓参謀）が，1947年5月14

　日（14N）の法廷で，弁護側証人（WD＝

WitneSs　f6r　Defehce）として採用きれた、、

’こと。

・　（n）』彼の訊問書は，同日め法廷で弁’

－三三の証拠として提出され（無番号）；

’法廷証拠（E＝Exhiblt　in　Evidence）「2584’1，

　号として受理されたととb　　　　　’

　　㊨彼め宣誓口供書（Aff＝Affidaψit＞

　も同じ日の法廷で；弁講側証拠886号

．ジとして提出され，法建証拠2584号とし

　て受理されたこと。その内容は，1）～馬

．6）の各項目にわたらているこζ9，’

　　（＝）石原莞爾に対する直接訊問（DX，1

’rDゆ・E・・mina・iQn）挙よび嗣初「

　反対訊問（cx＝cfQs忌Examihati6n）は］’

〆



　1947年5月15日（15N）め珠廷で報告さ　　行なわれ，・i947年5月14日・15日の法

μたこと。　　　　　　　　　　　　　廷で証拠として提出されたが，これは

　『そして，・（d）Vik和文速記en1947年5月　　』1947年4月2日（2M）に提出されるべ

　14日の12頁以下に，（n）および㈲は同11　　きであったから，2MinlO　’として，2M

　頁以下に，⇔ほ1947年5月15日の1頁、　に挿入されているρである。・

　以下に，梱は同4頁以下に記載されて　　！なお・14N11βMin10等⑱末尾ρ数字11・’．

．いるこ乏。また，咽）は英文速記録の・　10等は，その戸出・挿入された順序を示す

　22，098頁以下に，’㈲および㈲は22，095　　数字を意味するが，・速記録の利用には直接、

　頁以下に・⇔は22・135頁以下に・㈱に’関係はない6）、

　221157頁以下に記載されでいること。

　（和文速記録は審理の日ごと忙頁が付され，　　　判決書

　英文速記録ば通し頁である・）　　　　　　　　1947年11月4日，5日，・8日から12、

　　さらに，速記録に記載されている“Zk　’日めのべ7晒に疑る法廷で，、判決

　延証拠は，、異議を申し立てられ，．削除　　：文は朗読された。7名の絞首刑；・16名

　されている部分もあるので・提出され　　の終身刑，2名の有期刑め宣告であっ

1た証拠そのものを見るには・「14：N11・　　た。しかし：lI法廷で朗読されたのは，

　14Nlla，14Nllb等の整理番号をも　　多数派判決で，ウェッブ裁判長の別個．

　らた凍；京朝日新聞調李研究．室所蔵マ）弁　　意見，ブイリピγ代表ヘラニラ判事の

　護側資料を見ればよ恥こどを示しでい、、　同意意見7ランズ代表ベルナニル判
しる。・ @　　　　　　　　　　　　　　　浄め反対意見，オラジダ代表P　・一リン

　，また，冒頭にin10と記されている・in　　ヅ判事の反対意見，インド代表パール

　．（inSertの略）は挿入のζ・どである。つtt　判事の全面的反対意見eま・弁護側の要

　まり・・法廷における証撫の提出lxl・槍，請ζもかρ・おらず・法廷では朗諦され

　察側にしろ，1弁護側にしろ∴自己㊧主　　なかった一。11レポマトr東京裁判』で

，賦する論理の垣立でに確がっ傘さ　eま・次のよ旅記している・

　れるのが本来の姿であるカ㍉東京裁判　　　　「多数判決が読まれ』刑の宣告が行．

　では，審理を迅速に行なう必要から，．　　なわれ準後，．やや時日を経て，少数意

　準備ξ）できた証拠をまず先に畢出し．）tt　見書は記者団と弁護入に手渡されたの’ノ

　準備の整わない証拠を後廻しにした。　　だが，その内容に接して1驚く人が多

この結果醐的酵麺証拠燦出かっk・というの甑多獅判灘・
　された場合，・これらの証拠を本来提出・　一読した感じは検察側冒頭陳述ξ）域を

　されるべき場所に挿入したことを示す・　出’fない性格のもので遜る卿『比しプ

　記号がin』なのである。・この例で言え　　イン’ド代表パィレ判事の反対意見は，そ’

　ぽ，先にのづたように，・1947年5月1　　の量において多数派判決を凌駕する＄．

　日・2・月の酒田臨時法廷で証人訊問がttのであり，質において，高い阜識をも．

　　　　　　　　　　　　　　　　　一一　7



　　’って貫かれ・一・種の文明批評ゐ性格を　・　パール判決書

篇照照鰹欺。1黙難驚麟讐
　　’ある。それゆえにこそ占領下におや・℃『を剥ぎとった暁には，そO．ときこそ，

　　無漏駐ながつたといえるのであ礒の榊はその秤を平衡に保ちなヵミ

　　ろうカ㍉Z〈ル判決書のみならず1’フラ　　』転過牽強覚劉の多くに，その所を変

・　γスめベルナール判事のそれ，オ’ラン・　一えることを要求するであろう。」

　　ダOp・　‘“リンブ糠の長麺意贈・　この諜魁めぐくりと％パール
　　それにシ土ッブ裁判長め別個意見も㌢　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、’判決書は∴関係者には配布されたが，’

　　なか塗か興味漆帆ものを持？ていたの　　声餌期間中は，活字にす6こ口とは禁止

　　であるρ・この少数判決が朗読されなか　　さPt，’（　Y〕た（8）。1952年4月2S日ジ日米

　　つた一。と臆冠するものは偏して小面・条約荊のその日直柾明編で

　　ざなものというこどはできない・」　』一畑．撫撒一薙輝き一3（275頁）

　　（下p．47）：tt　、・’　　　　　　　　（3劉49－cP15n－T）と、いう書名でs・要約さ

　　　この判決文は，米陸軍省軍属9名，　　れたパール判決が，鶴見祐輔社長の太

　　日本人36名からなる翻訳以た』法律用　　平洋出版社から刊行されたのカ㍉活字、’

　　語翻訳のために横田喜三郎東大教授∴　　となった最初のものである。

　　急激を暢なものとするために林大「，ついで・その年の・・月・・r劔撫
　　文鳥国難員など渤・わ6て番謡さ，湯玉』（626頁）（・29．・・一・P・5n－n）として，

　’』れ（7）－r極東国際軍事裁判所判決』と・し　　下中弥三郎の主宰す筍日本書房から刊・

　　て関係者た配布ぎれたが，当館はCI　　行された。．

　　Eなど筋寄贈綬け，主3鵬だは，91ユ966年東京底幅究会著r共同研
　　冊、に製本しジ2部所蔵し』ているr’　究　パー／ル判決書一太平洋戦争の考え　・

　　一一！　a　3277153329・　49TKy4！」ウ・）1’Pt　　　　　方一』が同会かち，東京裁判20周年記

　　　公刊嘆料としては論述の弱冠念串版とレて刊行された．鯨裁判研1

　　聞法面二三瞳論判下』（・繭一遇会は・頑噺聞政治蔀記者佐隔・・
　三935！には・小難意見を薄めて・1啄ぼ全　　雄が代表◎一又正雄㌔角田順・送籍，

　　辛掲戦されているりで・．それによるの、　淳吉・豊田鉄血・井上忠男の諸氏が同

　鞭利である6　　　　．人として名をづらねている・轄馬
　　　なお；多数派判決ば，毎日詳聞社か・　第1綿太平洋戦争とパーを判決，序章

　　ち『東京裁判判決一極東国際軍事裁判　　六一を判決φ意義（田岡良t）第1章パ

　・皿盛文S、（3・6頁）（・327・・9・－3珍・・ρ…、一ル判決の背景一（冠座磁）第璋パー

陣113ウ≧l11949年に論れてVlる・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　！レ判決書め内容（rSZ正雄）ag　3章パ身『．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ル判決書と昭和史（角田順）第4章パー

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1ル判決書と東京裁判ゐ証拠及び手続／ttt

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　8r’一　，　．　．　’r



’（三三淳吉），第2編パr’　7レ判決書（正文），

第3編資料（・・一ル博‡9人ぬりと業三

半係条例と年表パール判決書索引）．Tかや

なる斑濃なもので，判決書は147～727『

’羽十載されて幡・（329・49一・P・5P）

　なお，パール判決に関してぽ，次の

図書も刊行されて下る。

田中正明rパール博士の日本無罪論』

　慧文社　1963年　214P

　（329．49－Ta762p）　．

同r日本無罪論』，新人既往来社．1972　・

　年260P（G　B　531－22）〆

　英文判決書．　、．　’t”

　半時オラzダ聖衆判事で，，現在グロ

ーニ 塔Qシ大学の教授であるB・V・A・’

R61ingとア、みスチルダム大学．op、C．E

R玩er教授とゐ共編で・「 ｭ難意見も倉

めて判決り全文が収められた次の資料

集が刊行される予定である。公刊きれ

軸のと：しては・これが初めてで南

・や・’（ig7・年9遡行の翠と？たえられだ

カ・・現在野物を手にしかない6）、，

　The’　Tbfetyb’Juageinent；　The　rnter一　’．

加オ伽4z　1協肱α型Trib4nal　fbナthe

表

Far　East，エ〉囲6刀z∂砂エ2；エ948．2V・

，　University　Press　Amsterdarp．

　　’／その他の裁判資料

　「すでに述べた起訴状・公判速記録・

判決書以外に，裁判資料とPては・提1

出された証拠・却下きれた証拠などが

あるが，それらの量と内容は；別表の．

之おりであるっ

　別表でも分子｝るとおり，弁護側から

ヨ是出された書証等に採用されなからた

もみが多い．清酔郎は，歌のように・

，記している。幽

　　．』「弁護人提出の証拠は法廷証2283号

より同3915号葦での1633通に過ぎな層

い（ゆも都内鹸事のlli　した鷹証拠

も含む）。しかし実際に：提：出しながら却・

下された屯のは多数ある。これらの証

．拠中には非常鮪興野のが多し帆

これ等蝋ナ人鞘町郷士の筐底に

残るのみで，つい紛失が憂えられて事、

つた。」．，（9）

　章館では尋締の資料鱒昂ど
．罰して脚’）bS　，一それら蘇卑て

「いるのは，『 氓ﾌ諸機関である。

採用された証拠

書類等

採用されなかっ

た証拠書類等

和文

英：9

和文

英文

各被告人に共通のもO・

母堂官制OPも／が人側のも

2，、266通

2，．　27i通

’306通

300通

922通．．

・，910ma・

ノ1，527通

’1，546通

被告三三めも

の

層727通

734通

’667通

65樋

計・

3，　915me，

3，9．15通

2，500通

2，500通

（法務年鑑　昭和45年版）

”「＝一9こ白



　　〈朝日新聞東京三社調査研究室〉』．　　し言いわゆる・Bc級軍事裁判記録等を「

　　　朝日新聞荏がすぐれたレよ』ト、r東』．含めて・r戦争裁判記録関係資料自彊』；

　　京裁判』を刊行するとともに・’裁判記び（243頁）を謄写印刷で刊行じたが，当

　　録の縣にとりくんだ経過に？ヤ・て1ま・館には納本されていない・（当課に噂，

　　既に詳迦たが識判確行中砥・ち、幽’務用として賭され幅）．yカ・し，ご

　　早く・尿集を始めダその後整湿し，・目　　れには内容紹目はなく，、利用上は，同1・

　　録およ蝋引を刊行硫努力縞く評・鞭刊の次の瞼が便利である。．

　　価さる弾であろう・現缶識は一t「，・r鹸国忌事裁判留湯』ig7圭
　　686冊（・一R［E｝2・・～25Q頁）に製本され1東．，年42gP　25、X、36。in（YQ・一7）

　　躰社の統研究室曙騨保存さむごμは・同法淵謹部が収集し掲
　　．下いるρ＿＿・．‘　・、温血資料7，452点血判の進行1跡に
　　　なお・同社でe＊．・現在・完全峨判従っ：て分灘臥資料名・拙また，

　　講‘鮒あ刊行緬が鮒さ等し寵喉照年朋・酬嗣・法廷証拠番
　　・るがr，これ炉実現すれば辣に喜をまし、、号・速記録の年月臼および頁・乖人の“

∴ζζで解一ジr㌦’暑灘灘欄融磧
　　く珠務軍籍官房司法法制調査部＞1，　　　　「　　　、，　　　　tt，

　　　醗省は・、1955年から収集を始あた■〈最高裁判所図面〉

　　が・そ卿きさつにし餌歌の言己述’．GHQヵ・躰を引き謝るs9〈・tlこ，昏

　　鯵魁なろう・’・　　．贈し総のを中，凶こ，．嫉．照しだ
　　　煉京翻で晦卸一人砺？た．もみで，’1，・99冊哩本されている6こ

　　湯殿和麻鰍・代議1　tzg当選の資料だけ明鍮畑・が，，敵ゆ．

　　し法務大嘩な？掻そ嚇・遭屋ぶては，’総論判所図舗灘図書

灘沓欝響画塾賦呈墾に票戴鷲膿灘1

　　収さ繰d（10）ご㍉・二N’　・’、t／

　　　砂働蛛を鰍検察三組びtt〈早稲蹴試図舗〉
　　・弁護側提重の書証の大部分を収集しジ　　　永野修身被告担当q）弁護』人奥山i・八

　　，現缶朝H新聞卑京李社めそれ乏ξもtt、郎・1土肥原緊；被告担当の弁護人太田

　　に・李つともよぐ収集・二品されてい　　金次郎，星野直樹被告担当の弁護人右、

　　、Qとや・つ9よ確あろら・・■lj”・畑雄三氏の所持す讃料の舗をう

　　　手96無月・融幽霊蘇．け・韓嚇の6・　．『早稲蹴学聴

　　　，，　，，　”　．　’　・　rIO　i’　’1　x

N



轡腰5号』（・963年・2月刊）　tlこ沖　鴉調書・冊　　tt／
　三保編「鰻極東国際軍事裁判記録目　　tt．広田女書　1冊

’鋤（PP・225～247）が揮されている…　枢鶴野鉾記（日．限定翻印ノ件）

’ただし，収集された資料には・ある程　tt－1冊

　度の欠落が見受けられる6　　　1r，’　．　戒厳及戒厳令・1冊

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　最終弁論　1冊　，
　〈東京大学社会科学研究所〉』’　ゴ　　’　雑件一・’会計　1冊、

　　・966年以降橋轍碑被髄当の，．引鴇伍郎については幽光鄭巣鴨
　弁護人金瀬薫二，小磯由昭被告揖当¢・．日記』k次ρ記述がある・

　弁護人三文字正平両斥所持一〇資料の寄、　　「広田弁護人たりし守島伍郎）公使

　贈を受け，極極したもO。r東京大学　・け，広田氏はどうせ有罪の覚悟にて・

　』社会秤学研究所所蔵　極卑国際軍事裁　tt赤裸袖こ当時ゐ陸軍の横暴専断を墨欝

　判記録「検察側証拠書類」目録』（190一して，其の事情を明かにする凹め最善

　頁7’A191「4）が1971年に・『同「弁護側　　を尽すべきも4～にて・其際は軍人との

証一類」瞬』．（2噸∴A・91・・）が、妥協は一切撒せねぽな肋と云殖

・972年に刊行され・ひきつづき・「三才な意見◎三冠三局に於沼部
　．記編上（「月録および索引類」1とピ公判関係　、と悪戦苦闘した守島弁護人ば・東京裁

、酬♪が謄写鯛で刊行さ樋予牢で判に於窺翻との間に最後の餓を、

　ある。癒だし，収集された資料にば・　　敢行する警固な決意を以（進んだが・

　労る程度欠落した部分が見受けられ　　広田卑が三塁の要請を容れて妥協すや

為可・t・t．・　＼＿一・一tlこ’及緬・遂砿餅護人を辞燕

議謙海鶴川＆．た鵬轟を嚇鱗
，次無薦痴話の騨をうけ規、11・で野離酬といえよ56　・1

の・’ Fttt　l一　・1’ S　、・，f＜そ・de＞・「　　，、’・

．〈蹴国会図書館〉］t，・’．、・948年1綱議会図書館知蹄長
　　1957年e．幣原平和財団から寄贈をう　1　官に画し・・日本外ZX省’O所業する主要
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